

















をそれぞれを 134CS, 137CS と表し，D [Bq/kg] は閾値を表す．国の定め
































データから各魚種と地域の組み合わせ毎にm, , k を 134CS と 137CS
に対して求める．それぞれ，求めた分布を f134(x), f137(x) としたのち，
リスクは以下のように評価できる．
Porb(134CS +





























(a) 福島の水産物の放射能汚染リスク. (b) 青森, 岩手, 宮城の水産物の放射能汚染リスク. (c) 群馬, 埼玉, 栃木, 茨城, 千葉の水産物の放射能汚染リスク.
Figure 1: 図はそれぞれの地域の放射能リスク．上段は淡水の水産物，下段は海産物のリスクである．それぞれ3つある図は左より，D = 20; 50; 100に
対するリスクを示している．赤の実線はメジアン，青のは点線は90%信頼区間を表す．図は全て [1]，及びその supplement のものである．
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